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明
る
い
ま
ち

づ
く
り
に

つ
と
め
ま
し
よ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

大
規
模
集
会
所
な
ど
整
備

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
「
宇
治
市
実
施
計
画
昭
和
5
6
－
5
8
年
度
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
昨
年
策
定
し
た
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
七
年
度
の
三
ヵ
年
の
実
施
計
画
を
修

正
・
補
完
の
調
整
を
行
い
、
ロ
ー
リ
ン
グ
さ
せ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
実
施
計
画
が
今
後
三

ヵ
年
の
行
政
運
営
の
指
針
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
よ
う
。

今
回
の
実
施
計
画
は
、
第
一
次

実
施
計
画
（
昭
和
5
5
～
5
7
年
度
）

と
同
様
に
、
昭
和
六
十
年
を
目
標

に
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住
み
た

い
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」
の

実
現
を
め
ざ
し
た
総
合
計
画
（
基

本
構
想
・
苓
本
計
画
）
に
基
づ
い

て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

総
事
業
費
は
二
百
八
十
二
億
七
十
七
年
度
に
一
千
万
円
）
ｙ
印
南
宇

千
七
百
万
円
で
第
一
次
計
画
よ
り

二
十
二
億
四
千
九
百
三
十
万
円
増

額
し
、
主
に
次
の
よ
う
な
新
規
事

業
に
取
組
み
ま
す
。

ｙ
笠
取
・
炭
山
な
ど
の
飲
料
水

供
給
対
策
や
谷
山
林
道
整
備
ｙ
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
補
助
（
五

９
月
定
例
会
か
ら

昭
和
五
十
五
年
九
月
宇
治
市
議

会
定
例
会
は
．
九
月
十
九
日
か
ら

十
月
十
一
日
ま
で
二
十
三
日
間
の

会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

〈
羞
例
会
に
は
、
特
別
職
の
給

与
や
議
員
の
報
酬
を
改
正
す
る
議

案
を
は
じ
め
．
圀
木
幡
地
区
公
民

館
建
設
事
業
費
を
増
額
す
る
一
般

れ
ま
し
た
。

治
第
二
中
学
校
新
設
や
笠
取
・
笠

延
長
七
五
〇
μ
と
、
里
尻
大
久
保

線
…
宇
治
蔭
山
か
ら
国
道
２
４
号
線

取
第
二
小
学
校
の
全
面
改
築
（
い
に
至
る
延
長
五
〇
〇
μ
）
。

ず
れ
も
五
十
八
年
度
完
成
）
ｙ
市
な
お
、
計
画
の
構
成
は
、

民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
（
五
十
九
一
住
民
自
泊
の
確
立
を
め
ざ
し
て

年
度
完
成
）
▼
都
市
計
画
街
路
整
・
市
民
的
権
利
の
保
障
を
め
ざ
し

備
（
周
宏
損
島
稼
。
府
道
宇
治
淀
て

線
か
ら
矢
落
を
経
て
蔭
山
に
至
る
・
健
康
で
、
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を

め
ざ
し
て

●
心
の
ゆ
た
か
さ
を
め
ざ
し
て

・
安
全
で
快
適
な
く
ら
し
の
場
を

め
ざ
し
て

と
い
う
基
本
計
画
の
五
つ
の
柱

に
基
づ
き
、
各
施
策
や
事
業
を
体

系
化
し
て
い
ま
す
。

計
画
を
公
開
し

市
民
要
望
を
反
映

今
回
も
計
画
を
広
く
公
開
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
昨
年
計

画
を
公
表
し
て
以
来
、
市
議
会
や

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご

い
ま
す
。

実
施
計
画
に
よ
っ
て
行
政
の
現

状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

地
域
の
発
展
を
よ
り
推
進
す

意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
る
た
め
の
資
料
に
し
て
い
た
だ
き

今
回
の
実
施
計
画
に
組
み
込
ん
で
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
規
・
充
実
し
た
事
業

住
民
自
治
の

確
立
を
め
ざ
し
て

五
本
の
柱
に
そ
っ
て
。
実
施
計
画

の
主
な
新
規
事
業
と
充
実
し
た
事

業
を
連
載
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

①
施
設
整
俑

〈
充
実
し
た
事
業
〉

・
墨
跡
建
設
…
5
6
年
度
に
大
規

模
集
会
所
を
１
ヵ
所
建
設
す
る

ほ
か
．
小
規
模
集
会
所
を
９
ヵ

所
建
設
（
６
千
朗
万
円
）

ま
た
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
願
四
件
を
採
択
し
、
決
議
一
件
を
・
非
常
動
消
防
団
員
に
係
る
退
職
・
圀
ボ
幡
地
区
公
民
館
新
築
工
事

い
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
可
決
し
ま
し
た
。
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
請
負
契
約
の
締
結

号
）
な
ど
二
議
案
‘
’
禾
会
議
で
審
の
一
部
改
正
・
財
産
取
得
（
国
有
林
を
市
民
文

議
し
可
決
（
一
会
派
退
席
）
し
ま
〈
可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
》
・
公
会
堂
等
の
施
設
の
設
置
及
び
化
セ
ン
タ
ー
の
用
地
に
取
得
）

し
た
。
こ
の
あ
と
。
六
議
案
が
追
●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

加
提
案
さ
れ
、
う
ち
三
議
案
を
可
・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）
正

決
し
、
残
り
三
議
案
、
昭
和
五
十
四
・
水
道
事
登
茄
補
正
予
算
（
第
・
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
一
号
）
関
す
る
条
例
の
制
定

議
案
審
議
は
、
九
月
十
九
日
の
な
ど
は
、
決
算
特
別
委
員
会
設
置
一
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
・
社
会
福
祉
事
業
基
金
条
例
の
制

開
会
日
に
十
九
議
案
の
提
案
説
明

を
受
け
た
の
ち
、
二
十
二
日
の
本

会
議
で
審
議
を
行
い
、
一
議
案
を

可
決
し
、
残
る
議
案
の
う
ち
一
部

を
除
き
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査

良
忖
託
。
そ
の
後
九
月
二
十
五
日
。

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
や
、
二
十
九
日
、
十
月
六
日
に
議
案
審

槙
島
小
学
校
の
校
舎
増
築
に
要
す
議
が
行
わ
れ
ま
し
べ

る
経
費
な
ど
三
億
六
千
百
九
十
七
な
か
で
も
十
月
六
日
の
議
案
審

万
三
千
円
を
追
加
す
る
一
般
会
計
議
で
は
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審

補
正
予
算
（
第
六
号
）
。
昭
和
五
十
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
四
議
案

四
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
が
贅
成
多
数
で
可
決
、
十
二
議
案

認
定
な
ど
二
十
五
議
案
が
提
出
さ
が
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

の
う
え
付
託
し
ま
し
た
。
な
お
。
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
定

決
算
持
別
委
員
会
の
委
員
長
に
江
改
正

口
辰
造
議
員
、
副
委
員
長
に
は
加
・
特
別
職
の
職
員
で
常
動
の
も
の

藤
吉
辰
議
員
を
選
出
し
、
閉
会
中
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

も
審
査
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。一
般
質
問
は
、
十
月
七
、
八
日

と
十
一
日
の
三
日
間
行
い
、
今
定

例
会
は
島
田
市
長
任
期
最
後
の
議

会
で
あ
る
た
め
、
七
人
の
議
員
が

市
長
の
政
治
姿
勢
を
中
心
に
質
問

を
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
今
定
例
会
で
は
、
謂

改
正

（
宮
城
宏
氏
）

〈
採
択
し
た
請
願
〉

・
木
幡
地
域
に
保
育
所
の
新
設
を

求
め
る
請
願

・
農
業
共
同
作
業
所
の
設
置
及
び
・
笠
取
小
学
校
．
笠
取
第
二
小
学

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
校
校
舎
全
面
改
築
に
関
す
る
請

・
市
道
路
線
の
認
定
（
二
十
二
路

線
）

・
教
宦
官
答
教
育
長
の
給
与
に
一
財
産
取
得
（
御
蔵
山
小
学
校
の

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
校
舎
施
設
を
山
城
学
校
建
設
公

・
市
職
員
退
職
年
金
、
退
職
一
時
社
か
ら
取
得
）

金
、
死
亡
一
時
金
及
び
遺
族
年
・
東
宇
治
中
学
校
校
舎
増
築
工
事

金
条
例
２
部
改
正
の
請
負
契
約
の
締
結

・
市
職
員
退
職
年
金
等
の
年
額
の
・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
動
の
も

改
定
に
関
す
ゑ
働
の
一
部
改
涯
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
債
に
関

・
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

願

・
近
鉄
い
せ
だ
駅
東
側
出
改
札
口

開
設
に
関
す
る
請
願

・
新
設
校
建
設
、
施
設
・
設
．
備
充

実
に
関
す
る
請
願

《
可
決
し
た
決
議
》

●
金
大
中
氏
ら
の
釈
放
に
関
す
る

決
議

月ぎよ
会

ｍごな

一
集
会
所
建
設
補
助
・
・
・
従
来
の
増

改
築
助
成
に
加
え
．
新
築
助
成
を

5
6
年
度
か
ら
設
定
（
9
2
0
万
円
）

②
行
政
サ
ー
ビ
ス

〈
新
規
事
業
〉

・
総
合
計
画
策
定
・
：
5
8
年
度
か
ら

現
計
画
期
間
が
終
了
す
る
6
0
年

を
目
標
に
新
た
に
長
期
の
総
合

計
画
を
策
定
す
る
函
万
円
）

・
襲
雇
よ
り
発
行
・
：
5
6
年
度
か

ら
市
議
会
活
動
の
状
況
を
年
４

回
広
報
す
る
（
7
5
9
万
円
）

一
市
民
所
得
の
推
計
・
・
・
5
6
年
度
か

ら
市
内
の
経
済
活
動
を
総
合
的

数
値
と
し
て
表
わ
す
（
2
1
万
円
）

《
充
実
し
た
事
業
〉

●
各
種
統
計
調
査
・
：
結
果
の
報
告

を
行
う
/
t
ｏ
万
円
）

・
地
域
整
備
計
画
策
定
・
・
・
計
画
内

容
わ
く
夕
冊
天
し
、
市
内
1
2
の
第

１
次
生
活
圏
単
位
に
公
共
施
設

配
置
．
土
地
利
用
等
の
方
向
を

市
民
参
加
の
中
で
定
め
る
（
8
7
5

万
円
）

陶
市
民
参
加

①
広
報
・
広
聴
機
能
の
充
実

《
新
規
事
業
〉

・
市
政
だ
よ
り
縮
刷
版
作
成
…
5
6

年
度
に
市
政
3
0
年
の
あ
ゆ
み
を

冊
子
に
す
る
（
5
0
0
万
円
）

一
こ
ど
も
施
設
鼠
尤
？
・
5
6
年
度

か
ら
年
間
聊
人
の
小
学
生
を
対

象
に
行
う
（
1
1
4
万
円
）

・
町
内
会
・
自
治
会
の
実
態
及
び

意
識
調
査
実
施
（
９
万
円
）

〈
充
実
し
た
事
業
〉

・
８
ミ
リ
映
画
製
作
…
ふ
る
さ
と

宇
治
の
記
録
を
作
る
た
め
６
本

製
作
す
る
（
8
4
万
円
）

（
つ
づ
く
）

も
た
ち
を
交
通
事
故
か
Ｉ
守
ろ
う

と
の
願
い
を
こ
め
て
交
通
指
導
員

が
こ
の
交
差
点
に
立
っ
た
の
は
。

も
う
十
年
も
前
で
あ
っ
た
。
寒
い

日
も
暑
い
日
も
、
風
の
日
も
雨
の

日
も
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
交
通

事
故
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
願

う
心
が
長
い
年
月
の
苦
労
を
乗
り

越
え
、
毎
朝
立
ち
続
け
て
も
ら
っ

て
い
る
ｙ
宇
治
市
に
交
通
指
導
員

が
設
置
さ
れ
た
の
は
。
昭
和
四
十

五
年
七
月
で
あ
っ
た
。
交
通
量
が

急
増
し
、
登
校
す
る
小
学
生
た
ち

を
交
通
事
故
か
４
守
ろ
う
と
の
願

い
が
実
を
結
び
こ
の
制
度
が
発
足

し
た
の
で
あ
る
ｙ
今
日
も
二
十
人

の
交
通
指
導
貝
が
通
学
路
に
立
ち

子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
て
く
れ

る
の
で
あ
る
。
お
か
げ
で
。
わ
が

宇
治
市
で
は
登
校
中
の
交
通
事
故

が
一
件
も
な
い
。
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
ｙ
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、

み
ん
な
交
通
指
導
員
の
人
た
ち
に

朝
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
■
こ
れ
に

答
え
て
「
し
っ
か
り
勉
強
し
な
さ

い
よ
」
と
声
を
か
け
る
。
こ
の
一

声
が
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
暖

か
い
励
ま
し
と
な
り
、
生
き
生
き

と
し
て
校
門
を
く
ぐ
っ
て
行
く
▼

忘
れ
も
の
を
し
た
の
か
一
人
の
児

童
が
急
い
で
交
差
点
を
戻
っ
て
く

る
。
「
気
を
つ
け
て
行
き
な
さ
い

よ
」
と
声
を
か
け
る
。
交
通
指
導

員
の
み
な
さ
ん
に
毎
朝
交
通
事
故

の
な
い
よ
う
に
立
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
幼
い
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
何
も
の
に

も
替
え
難
い
愛
の
立
番
で
あ
る
と

思
っ
た
。
み
な
さ
ん
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
康
と
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
願
っ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

戈
永
馬
ぼ
ふ
丸

んせまいとは派宗旨涼一地墓園公のぎらすや
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－
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平
等
院
の
西
に
隣
接
す
る
浄

土
院
内
の
養
林
書
院
、
お
よ
び

宇
治
川
を
は
さ
ん
で
こ
れ
と
対

向
す
る
興
聖
寺
の
本
堂
は
。
と

も
に
市
内
現
存
の
建
物
の
な
か

で
も
伏
見
城
遺
構
の
伝
承
か
肴

し
。
い
ず
れ
も
桃
山
の
豪
壮
な

美
ヽ
の
気
風
を
残
し
た
も
の
と
し

て
有
名
で
あ
る
。

養
林
書
院
と
呼
ば
れ
て
い
る

浄
土
院
の
客
殿
は
、
も
と
慶
長

六
年
（
一
六
〇
一
）
に
加
伝
和

尚
が
開
い
た
と
い
う
浄
土
院
塔

頭
費
林
庵
の
方
丈
で
あ
っ
た
。

現
在
、
庭
に
面
し
た
書
院
の
広

縁
に
桃
山
文
化
期
の
書
家
・
画

僧
と
し
て
名
高
い
松
花
堂
昭
乗

の
筆
に
な
る
「
養
林
き
の
額

が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

明るい環境を

れ
な
ど
は
、
養
林
書
院
の
前
史

を
よ
ぐ
物
語
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
ま
た
、
書
院
庭
園
は
寛
永

期
の
細
川
三
斎
の
作
と
さ
れ
、

書
院
床
の
間
の
壁
貼
付
絵
は
水

墨
の
雪
景
楼
閣
山
水
図
で
、
八

面
の
襖
に
竹
垣
と
梅
の
大
樹
を

描
き
鳩
二
羽
を
配
し
た
襖
絵
と

と
も
に
。
狩
野
派
の
筆
に
な
る

逸
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
書
院
の
二
の
間
と
三
の
間

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
書

院
が
伏
見
城
の
遺
構
と
い
わ
れ

る
の
も
、
そ
う
し
た
近
世
初
頭

期
に
お
け
る
意
匠
の
た
く
み
さ

と
深
く
か
か
わ
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
。
仮
に
部
分
的
な
遺
材

を
用
い
て
い
る
と
想
定
し
て
み

て
も
、
伏
見
城
遺
構
と
い
う
の

は
伝
承
の
域
を
出
な
い
。

宇
治
川
の
対
岸
に
位
置
す
る

た
し
か
に
用
材
の
細
部
に
は

既
建
築
転
用
の
痕
跡
が
う
か
が

わ
れ
、
し
か
も
、
比
較
的
大
き

な
木
柄
は
、
城
郭
建
材
を
移
し

た
と
考
え
て
も
無
理
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
直
接
に

伏
見
城
と
結
び
つ
く
の
は
飛
躍

と
い
う
べ
き
で
、
む
し
ろ
施
主

永
井
の
淀
城
の
も
の
を
運
ん
だ

と
す
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
伏
見
城
か
ら
淀
城

伏
見
城
の
遺
構

と
の
間
仕
切
り
の
欄
間
に
は
、

藤
の
花
を
晟
し
彫
り
に
し
た
意

匠
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
．
こ

こ
に
も
桃
山
風
の
豪
壮
さ
が
う

か
が
え
て
な
ら
な
い
．

養
林
書
院
は
．
そ
の
庭
園
か

･
ｓ
>
室
内
の
各
部
に
い
た
る
ま
で

桃
山
の
気
風
を
よ
く
残
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
気
風
は
、
近
世

の
元
和
・
寛
永
期
の
こ
ろ
の
も

ふ
え
る補
導
件
数

年
度
は
二
百
二
人
と
五
・
八
倍
、

発
生
件
数
も
二
十
件
か
ら
八
十
二

件
と
ふ
え
て
い
ま
す
。

十
一
月
は
．
全
国
青
少
年
健
全
こ
れ
を
問
題
別
に
み
ま
す
と
、

育
成
強
調
月
間
で
す
。

次
代
を
担
ｉ
青
少
年
が
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
保
護
者
は
も
と
よ
り
市
民
す
べ

て
の
願
い
で
あ
り
Ｊ
そ
の
成
長
を

妨
げ
る
こ
と
の
な
い
社
会
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
市
民
の
義
務
で

小
学
生
全
体
で
は
万
引
き
が
ト
ッ

プ
を
占
め
四
〇
・
六
訟
。
次
い
で

暴
力
、
窃
盗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
。
発
生
件
数
が
五
十
三

年
度
二
百
九
件
に
対
し
て
五
十
四

年
度
は
二
百
五
十
四
件
と
増
加
。

補
導
延
べ
人
数
も
五
十
三
年
度
の

興
聖
寺
の
本
堂
と
て
同
様
で
あ

る
。
道
元
禅
初
開
の
道
場
と
し

て
知
ら
れ
る
興
聖
寺
が
、
淀
城

ま
水
井
信
濃
守
尚
政
に
よ
っ
て

現
在
の
地
に
再
興
さ
れ
た
の
は

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
こ

と
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、

こ
の
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
法

堂
が
伏
見
城
の
遺
材
で
作
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

四
百
六
十
一
一
人
か
ら
五
十
四
年
度

の
六
百
四
十
人
と
約
丁
四
倍
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
．

問
題
別
に
み
ま
す
と
Ｊ
五
十
三

年
度
は
暴
力
．
万
引
き
．
喫
煙
・

飲
酒
の
順
で
多
か
っ
た
の
が
、
五

十
四
年
度
は
万
引
き
、
暴
力
、
喫

煙
と
、
小
・
中
学
生
と
も
万
引
き

に
移
さ
れ
た
も
の
を
、
慶
安
年

間
に
こ
の
地
に
移
し
た
と
す
れ

ば
話
は
通
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ

と
て
推
測
の
域
は
で
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
興
聖
寺
本

堂
は
、
近
世
寺
院
建
築
史
の
な

か
で
重
要
な
位
置
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
興
聖
寺
や
先
の
養
林

書
院
の
よ
う
な
伏
見
城
遺
構
の

伝
承
を
考
え
る
場
合
、
そ
こ
に

た
く
ま
し
い

青
少
年
の
育
成
を

共
通
し
て
存
在
す
る
桃
山
期
の

気
風
な
り
近
世
寛
永
期
に
か
け

て
の
芸
術
性
の
高
さ
に
こ
そ
、

ま
ず
着
目
す
べ
き
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
こ
に
、
は
じ
め
て
伏

見
城
遺
構
の
伝
承
が
歴
史
の
中

で
光
彩
を
放
つ
の
で
あ
る
。

ｉ
●
ｉ

宇
治
市
史
第
五
巻
ト
宇
治
川
東

部
の
生
活
と
環
境
－
領
布
中
。

″の筆四堂匹

月
１
日
１
３
日
・
神
明
分
館
・
：
1
1

月
1
5
日
～
1
6
日
・
岡
谷
分
館
・
：
1
1

月
２
日
～
３
日
・
気
道
分
館
…
１
１

月
２
日
～
５
日
・
西
目
川
分
館
・
・
・

１
１
月
２
日
１
３
日
・
槙
島
分
館
・
・
・

１
１
月
８
日
１
９
日
・
下
村
分
館
・
：

1
1
月
８
日
１
９
日
・
伊
勢
田
分
館

・
・
・
1
1
月
２
日
Ｉ
３
日
・
開
分
館
…

１
１
月
３
日
・
広
野
分
館
・
・
・
1
1
月
１

日
Ｉ
２
日
・
紫
ヶ
丘
分
館
・
・
・
1
1
月

食
｀
望
さ
れ
る
人
は
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
は
２

歳
以
上
で
、
保
育
定
員
は
1
0
人
、

お
や
つ
代
5
0
円
が
い
り
ま
す
。

て
る
子
ど
も
た
ら
ト
」
講
師
―
宇

治
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
々

場
合
は
抽
選
）
ｙ
教
材
費
・
・
・
三
百

円
。

名
作
映
画
鑑
賞
会

子
育
て
学
級

共
働
き
で
あ
る
が
た
め
に
、
．
日

頃
悩
ん
で
お
ら
れ
る
子
育
て
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
／

ｙ
第
一
講
・
：
1
1
月
1
4
日
面
テ
ー

マ
「
家
に
帰
っ
て
、
子
ど
も
と
ど

と
ら
ご
ろ
う
劇
場

劇
団
の
人
形
た
ち
が
待
っ
て
い
る

よ
／ｙ

と
き
・
・
・
1
1
月
２
日
、
３
日
午

後
２
時
～
３
時
ｙ
と
こ
ろ
…
公
民

館
ギ
ャ
ラ
リ
・
・
‐
ｙ
出
し
物
…
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
人
形
劇
「
ド
レ
ミ
の
歌
」

「
三
つ
の
願
い
」
ｙ
1
1
月
１
日
か
ら

1
0
日
ま
で
、
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
本

連
続
講
演
会

分
館
文
化
祭

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
を

と
り
あ
っ
て
。
青
少
年
が
希
望
を

も
っ
て
生
き
ぬ
ぐ
こ
と
が
出
来
る

社
会
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

（
宇
治
市
青
少
年

健
全
育
成
協
巌
会
）

一
各
公
民
分
館
ぶ
、
日
頃
分

皿
館
で
行
わ
れ
て
い
る
学
習
会
や

四
書
直
、
絵
画
な
ど
の
活
動
の
成

皿
果
を
発
表
。
展
示
し
ま
す
。
ぜ

四
ひ
、
地
域
の
人
々
の
作
品
を
ご

皿
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

皿
〈
日
程
ｙ
・
木
幡
分
館
…
1
1
月

四
２
日
Ｉ
３
日
・
川
東
分
館
・
・
・
1
1

き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
1
3
日
俐
午
i
n
c
i
-
Ｈ

時
～
1
2
時
ｙ
と
こ
ろ
：
卓
治
市
公

民
館
ｙ
テ
ー
マ
・
・
・
母
親
と
文
庫
活

動
ｙ
講
師
・
・
索
都
修
学
院
文
庫
の

お
母
さ
ん
た
ち
ｙ
申
込
み
・
・
当
日

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
子
ど
も
さ
ん
の
保
育

公民館の

お知らせ

宇治里尻71－9n21－2804

第
二
講
・
・
・
1
1
月
2
8
日
６
テ
ー
マ

「
子
ど
も
を
あ
ず
か
っ
て
気
に
な

る
こ
と
１
、
講
師
―
藤
本
隆
子
さ

ん
ｙ
第
三
講
・
・
・
1
2
月
1
9
日
出
テ
ー

マ
「
子
ど
も
を
あ
ず
か
っ
て
気
に

な
る
こ
と
1
1
」
、
講
師
＝
木
幡
小

学
校
教
頭
村
上
平
明
さ
ん
▼
第

四
講
・
：
１
月
1
6
日
面
テ
ー
マ
「
子

ど
も
を
あ
ま
や
か
し
て
は
い
ま
せ

ん
か
」
、
講
師
―
宇
治
福
祉
園
々
長

杉
本
睦
子
さ
ん
ｙ
第
五
講
・
・
ｉ
月

2
4
日
田
元
日
間
テ
ー
マ
「
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
ト
ト
地
域
で
育

年
賀
状
づ
く
り
教
室

親
子
ス
ケ
ー
ト
デ
ー

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
2
0
日
、
2
7
日
、
橋
下
車
で
徒
歩
５
分
）
ｙ
費
用
・
：

1
2
月
４
日
の
３
回
。
い
ず
れ
も
木
滑
走
料
は
無
料
。
た
だ
し
。
貸
靴

曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時
ｙ
と
こ
利
用
の
人
は
、
小
・
中
学
生
三
百

ろ
・
・
中
治
市
公
民
館
ｙ
指
導
・
・
・
版
円
、
高
校
生
以
上
五
百
円
が
必
要
。

画
サ
ー
ク
ル
会
員
ｙ
対
象
・
・
市
内
ｙ
対
亭
・
市
内
在
住
の
親
子
（
小
・

在
住
の
人
（
た
だ
し
、
小
学
校
４
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

年
生
以
上
で
小
・
中
学
生
は
保
護
ｙ
申
込
み
・
・
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
親

者
同
伴
に
限
る
）
ｙ
申
込
み
：
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
年
賀
状
づ
く
り
教

室
」
希
望
と
明
記
し
、
参
加
者
の

氏
名
・
年
齢
・
電
話
香
万
を
書
い

て
、
1
1
月
1
3
日
ま
で
に
宇
治
市
公

民
館
へ
ｙ
定
員
・
・
・
3
0
人
（
多
数
の

子
ス
ケ
ー
ト
ー
デ
ー
」
希
望
と
明

記
し
、
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
電
話
香
万
と
参
加
者
全
員

の
氏
名
。
年
齢
を
書
い
て
宇
治
市

公
民
館
ま
で
。
な
お
、
先
着
四
百

人
で
締
切
り
ま
す
。

０り
乙
Ｑ
Ｊ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
現
況
」
’
を
み
て
み
ま
す
と
、
’
小
宇
治
市
政
だ
よ
り
で
は
、
市
民

学
生
で
補
導
を
受
け
た
延
人
数
は
、
の
み
な
さ
ん
の
意
見
発
表
・
交
換

五
十
三
年
度
三
十
五
人
．
五
十
四
の
場
に
と
「
私
も
ひ
と
こ
と
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

十
月
十
一
日
号
の
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
」
の
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
。
こ
の
ほ
ど

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆

一
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
放
送
法
に
基
づ

く
公
共
放
送
で
す
。

視
聴
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

支
持
に
よ
る
受
信
料
収
入
だ
け

〈回答〉

で
運
営
さ
れ
、
広
告
放
送
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
。
放
送
番
組
の
向
上
と
受
信

料
の
公
平
負
担
に
組
織
を
あ
げ

て
努
力
し
て
い
ま
す
。

都
市
化
が
進
み
、
転
居
や

不
在
の
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
訪
問
の
回
数

を
増
や
す
な
ど
、
公
平
負
担
の

徹
底
に
今
後
と
も
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

二
、
受
信
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は
物
価
の
上
昇
の
な
か
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は
精
い
っ
ぱ
い
経
営
の
効

率
化
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
が
。

国
会
の
審
議
と
承
認
に
よ
り
、

去
る
五
月
か
ら
必
要
最
小
限
の

負
担
増
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
、
大
久
保
団
地
の
よ
ｉ
な
場
合
、

自
治
会
な
ど
で
ま
と
め
て
集
金

し
た
ら
と
い
う
ご
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
の
話
ｋ
品
に
よ
り
、

京
都
府
内
の
企
業
や
自
吏
雇

い
く
つ
も
の
例
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
問
題
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
）

市
民
文
化
祭

市
民
文
化
祭
は
、
文
化
活
助
を
品
展
・
・
・
1
1
月
２
日
。
３
日
午
前
1
0
時

通
し
て
心
ゆ
た
か
な
市
民
生
活
を
？
午
後
５
時
（
３
日
は
４
時
ま
で
）

お
く
つ
て
い
た
だ
こ
う
と
始
め
ら
Ｉ
市
民
会
館
ｙ
水
石
・
盆
栽
展
・
：

れ
た
も
の
で
、
今
年
で
二
十
八
回
1
1
月
２
日
。
３
日
午
前
1
0
時
～
午
後

目
を
迎
え
ま
す
。
ご
近
所
お
さ
そ
５
時
Ｌ
宇
治
神
社
ｙ
菊
花
展
・
・
・
1
1

い
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
月
８
日
ま
で
Ｌ
市
民
会
館
駐
車
場

〈
作
品
展
〉
▼
生
花
、
書
道
、
写
の
特
設
花
壇
。

真
、
俳
句
、
短
歌
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
〈
購
習
会
〉
▼
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
ミ

ト
、
、
盆
栽
、
墨
絵
、
陶
人
形
、
ア
ニ
講
習
会
・
・
・
1
1
月
２
日
午
後
１
時

Ｉ
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
手
芸
な
ど
の
作
か
ら
Ｌ
市
民
会
館
ｙ
菊
づ
く
り
講

時
Ｌ
市
民
会
館
。

〈
茶
席
〉
ｙ
煎
茶
席
…
1
1
月
２
日

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
抹
茶
席
・
・
・

1
1
月
３
日
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ

野
点
席
・
・
・
1
1
月
９
日
宇
治
神
社
。

い
ず
ｔ
年
前
1
0
時
～
午
後
４
時
。

茶
席
券
は
二
百
円
。
ま
た
、
３
日

の
抹
茶
席
で
は
「
初
心
者
コ
ー
ナ

ー
、
あ
な
た
も
た
て
て
み
ま
せ
ん

か
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

〈
撮
影
会
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
〉

ｙ
モ
デ
ル
撮
影
会
・
・
・
1
1
月
３
日
午

煎
…
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

＝
塔
ノ
島
ｙ
作
品
募
集
・
・
・
1
1
月
３

日
の
撮
影
会
の
作
品
で
モ
ノ
ク
｀

・
カ
ラ
ー
と
も
四
ツ
切
。
台
紙
・

組
写
真
は
不
可
。
応
募
資
格
は
市

内
在
住
、
在
勤
の
人
。
締
切
り
は

1
2
月
１
日
。

〈
公
演
〉
ｙ
謡
・
仕
舞
大
会
・
：
1
1

月
９
日
午
前
1
0
時
か
ら
Ｌ
宇
治
神

社
ｙ
三
曲
演
奏
会
・
・
・
1
1
月
3
0
日
午

前
1
1
時
か
ら
Ｌ
市
民
会
館

（
社
会
教
育
課
）
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ｚ
Ｊ
ｚ
』
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吟Ｑ
）
斟新日ＩＪｊ年匹刀

口
ａぐ四1 9りよだ政市治宇Ｉ

Ｑ
り

ぐ

放
置
自
転
車
に
指
導
な
ど

1
1
月
１
日
か
ら

き
よ
う
十
一
月
一
日
か
ら
十
日
転
の
防
止
④
暴
走
族
の
追
放
⑤
迷

ま
で
。
交
通
秩
序
を
確
立
し
よ
う
惑
駐
車
の
追
放
、
の
五
つ
を
運
動

府
民
運
動
が
展
開
。
の
重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
京
都
府
内
で
の
そ
こ
で
、
市
で
は
十
一
月
四
日

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の
増
か
一
各
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
自
転
車

加
を
く
い
と
め
る
た
め
に
取
組
む
を
放
置
・
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る

も
の
で
、
①
老
人
と
子
ど
も
の
交
と
と
も
に
、
指
導
す
る
こ
と
に
し

通
事
故
防
点
冒
転
車
お
よ
び
バ
て
い
ま
す
。

イ
グ
の
交
通
事
故
防
止
③
無
謀
運
一
人
び
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
ｔ

木
幡
花
揃
1
6
－
２

中
島
和
政
ち
ゃ
ん

百
日
ぜ
き
は
お
そ
ろ
し
い
伝

染
病
の
一
つ
で
、
乳
児
期
に
か

か
る
と
肺
炎
や
脳
症
倉
冴
発
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
昭
和
二
士
一
年
に
予

防
接
種
法
に
よ
⑧

る
予
防
接
種
が

は
じ
め
ら
れ
、

皐
者
は
減
少
し

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

昭
和
四
十
九
年

と
五
十
年
に
相

つ
い
で
Ｓ
!
Ｅ
事

故
が
発
生
。
厚

ダ

る

７

す
ｓ
;
≪
ｓ

を
さ
″
″
さ

■
Ｒ
．
Ｈ
-

Ｋ

'
＾
ｉ

ん
や
お
Ｓ
く

昌
ｌＵ

Ｊ
款

ち

欄
生
報

況

ヽ
の
月
Ｓ

お
ど
こ

1
1
書

な
年
文

あ
っ
た
り
し
た
た
め
で
し
ょ
う

か
、
こ
の
三
、
四
年
間
の
患
者
数

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
。
接
種
年
齢
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
問
診
時

の
注
意
の
徹
底
な
ど
か
ら
、
予

防
接
種
で
の
事
故
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

守
り
、
交
通
環
債
弓
く
り
を
め
ざ

し
ま
し
よ
う
Ｏ

（
交
通
労
政
課
）

保健衛生

から

〈
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
〉

２
回
服
用
）
▼
服
用
で
き
な
い
子
ど

も
・
・
・
予
防
接
種
を
う
け
て
１
ヵ
月

以
内
の
と
き
、
ウ
ィ
ル
ス
性
疾
患

が
治
っ
て
１
ヵ
月
以
内
の
と
き
、

発
熱
・
下
痢
の
と
き
ｙ
注
意
・
・
当

日
に
体
温
を
測
り
問
診
票
に
記
入

〈
1
1
月
の
献
血
〉

ｙ
1
1
月
2
0
日
内
ト
府
営
西
大
久

保
団
地
第
３
集
会
町
で
、
午
前
1
0

時
～
正
午
と
午
後
１
時
半
～
３
時

半
。

〈
犬
の
引
取
り
〉

はかりの定期検査

京
都
府
計
量
検
定
所
で
は
、
業
務
用

に
使
用
す
る
は
か
り
の
定
期
検
査
を
行

い
ま
す
。
手
数
料
と
印
か
ん
を
持
参
の

う
ぇ
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
。

な
お
、
光
電
式
や
電
気
抵
抗
練
式
の

は
か
り
ｎ
別
に
検
査
し
ま
’
ｙ
。

（
検
査
日
程
）

・
９
月
４
日
…
東
宇
治
中
学
校

対
象
地
域
―
木
幡
、
五
ケ
庄

・
Ｕ
月
５
日
…
宇
治
シ
ョ
２
ノ
セ
ン
タ
ー

対
象
地
域
＝
木
幡
、
六
地
蔵

・
Ｕ
月
６
日
・
：
小
倉
小
学
校

。
対
象
地
域
＝
小
倉
、
伊
勢
田
、
安

田
、
開
、
羽
拍
子

・
Ｕ
月
７
日
・
：
大
久
保
小
学
校

対
象
地
域
＝
大
久
保
、
広
野

・
Ｕ
月
Ｕ
日
・
1
2
日
宇
治
市
役
所

対
象
地
域
―
白
川
、
志
津
川
、
宇

治
、
菟
道
、
横
島
、
神
明
、
笠
取

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
句
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。

心
商
工
観
光
課
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

ＩＣ
Ｍ

Ｃ
Ｔ
５

そ
の
他
法
律
で
認
め
ら
れ
た
場
合

以
外
は
辞
退
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
検
察
審
査
委

員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人
は
、
検

案
内

街
灯
料
金
の
補
助

市
で
は
、
こ
と
し
も
町
内
会
や

自
治
会
が
管
理
さ
れ
て
い
る
街
灯

の
電
気
料
金
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
す
る
額
は
、
自
治
会
の
区

域
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
灯
基

数
に
。
蛍
光
灯
2
0
W
の
定
額
料
金

人
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
、
全

身
的
に
は
何
の
反
応
も
示
さ
な

い
場
合
が
多
い
と
報
告
さ
れ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
Ｉ
ヵ
月
ほ
ど

で
消
失
す
る
一
過
性
の
も
の
で

す
。し
か
し
、
個
人
差
も
あ
り
ま

察
審
査
会
の
役
割
を
理
解
さ
れ
候
日
か
ら
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い

補
者
資
格
票
に
記
入
の
う
え
ご
返
ま
す
。

送
く
だ
さ
い
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

（
１
ヵ
月
分
）
を
掛
け
た
も
の
の

３
分
の
１
、
ま
た
は
1
0
月
分
の
街

灯
料
金
の
３
分
の
１
の
ど
ち
ら
か

低
い
方
の
額
の
２
ヵ
月
分
で
す
。

す
で
に
、
各
町
内
会
長
。
自
治

会
長
さ
ん
あ
て
に
申
請
書
を
送
っ

て
い
ま
す
の
で
、
1
1
月
3
0
日
ま
で

に
市
役
所
都
市
整
備
失
対
事
業
課

へ
。
（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

就
学
時
健
康
診
断

市
教
育
委
員
会
で
は
、
1
1
月
1
０

す
の
で
、
心
配
な
人
は
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま
た
、
接
種
後
消
毒
綿
を
当

て
て
軽
く
も
む
と
は
れ
る
の
を

防
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
一
期
に
三
回
接

種
す
る
場
合
、
接
種
部
位
を
変

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
一
期
で
一
回
目
を
接
種

し
た
と
こ
ろ
、
三
八
度
か
ら
三

九
度
ほ
ど
発
熱
し
ま
し
た
。
二

回
目
。
三
回
目
を
引
続
き
接
種

し
た
い
の
で
す
が
、
か
ま
わ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

答
解
熱
剤
の
予
防
投
与
方

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
と
よ
く
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
の
は
昭
和
４
９
年
４
月
２
日
か
ら

5
0
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童
で
、
対
象
と
な
る
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
は
1
1
月
初
め
に
個
人

通
知
し
ま
す
。

な
お
、
通
知
が
届
か
な
い
と
き

は
教
育
委
員
令
字
校
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

市
長
選
挙
の打

合
わ
せ
会

1
2
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

宇
治
市
長
選
挙
の
事
務
打
合
わ
せ

会
を
行
い
ま
す
。

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
1
2
日
㈲
午
後
１

時
半
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
ホ
治
市
職

員
〈
｀
館
２
階
第
１
会
議
室
ｙ
打
合

わ
せ
内
容
・
・
立
候
補
届
出
、
選
挙

公
報
掲
載
申
請
、
選
挙
運
動
の
心

得
な
ど
ｙ
出
席
者
：
立
候
補
予
定

者
１
人
に
つ
き
２
人
ま
で
。

な
お
、
政
党
や
政
治
団
体
と
の

打
合
わ
せ
は
午
後
４
時
か
ら
行
い

ま
す
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

都
市
計
画
図
の
販
売

宇
治
市
の
市
街
化
区
域
内
の
都

市
計
画
図
（
一
万
分
の
一
の
白
地

図
）
が
、
新
し
く
現
状
に
あ
っ
た

図
面
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

一
般
に
も
一
面
五
百
円
で
販
売

し
ま
す
の
で
、
都
市
計
画
課
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

」
都
市
計
画
課
）

税
金
な
ん
で
も
相
談

1
1
月
1
1
日
か
ら
「
税
を
知
る
週

間
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
税
務

署
と
京
都
府
、
宇
治
市
で
は
税
に

つ
い
て
の
疑
問
や
質
問
に
こ
た
え

よ
う
と
「
税
金
な
ん
で
も
相
き
域
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
「
熱
と

を
開
き
ま
す
。
光
‘
’
求
め
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
1
1
日
㈹
午
前
1
0
第
五
回
解
放
文
化
祭
が
開
か
れ
ま

時
～
午
後
４
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
４
治
す
。

消
防
署
３
階
大
会
議
室
。

（
市
民
税
課
）

年
金
相
談

京
都
府
で
は
、
国
民
年
金
を
中

心
に
「
年
金
相
談
所
」
を
開
き
ま

す
。ｙ

と
き
・
・
・
1
1
月
1
0
日
囲
・
1
1
日

㈹
の
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後

４
時
ｙ
と
こ
ろ
…
近
鉄
小
倉
駅
前

の
西
友
ス
ト
ア
ー
宇
治
店
。

（
京
都
府
）

催
し

宇
治
茶
に
親
し
む

親
子
の
集
い

市
で
は
、
お
茶
を
飲
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
、
政
子
ペ
ア
で
宇
治
茶

に
親
し
む
集
？
を
開
き
ま
す
。

な
お
、
参
加
者
に
は
記
念
品
を
さ

し
上
げ
る
予
定
で
す
。

ｙ
七
き
…
1
1
月
1
5
日
田
午
後
２

時
～
４
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
西
小
倉
小

学
校
体
育
館
ｙ
内
容
・
・
・
数
種
類
の

お
茶
を
飲
ん
で
名
前
を
当
て
る
コ

ン
ク
ー
ル
、
お
い
し
い
お
茶
の
入

れ
方
・
飲
み
方
の
お
話
な
ど
ｙ
募

集
人
員
・
：
親
と
子
（
小
学
校
３
年

生
以
上
）
の
ペ
ア
7
5
組
ｙ
申
込
み

…
1
1
月
６
日
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
住
所
・
名
前
・
年
齢
（
学
校
名

と
学
年
）
を
記
入
し
、
市
役
所
農

林
茶
業
課
＝
宇
治
琵
琶
3
3
へ
。

（
農
林
茶
業
課
）

解
放
文
化
祭

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
８
日
出
、
９
日

間
の
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
ｙ
と

こ
ろ
：
永
幡
河
原
隣
保
館
ｙ
内
容

・
・
・
地
域
の
諸
活
動
の
作
品
展
示
。

子
ど
も
の
み
こ
し
、
映
画
、
解
放

運
動
の
取
組
み
の
展
示
な
ど
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

人
形
劇
の
つ
ど
い

京
都
親
と
子
の
劇
場
宇
治
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
。
音
楽
と
人
形
劇
の
つ

ど
い
を
開
き
ま
す
。
親
子
そ
ろ
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
９
Ｅ
間
午
後
２

時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
：
未
幡
中
学
校

ｙ
上
演
・
・
・
「
ほ
っ
た
て
ハ
ウ
ス
の

ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」
ｙ
料
金
・
：

会
員
六
百
円
、
一
般
七
百
円
ｙ
申

込
み
・
・
・
親
と
子
の
劇
場
宇
治
ブ
ロ

ッ
ク
の
伊
賀
敬
子
さ
ん
（
ａ
⑩
ｔ

１
７
４
）
か
。
。
栗
山
豊
子
さ
ん
（
曹

ｙ
ｏ
０
７
）
ま
で
。

（
襲
薮
育
課
）

市
民
歩
こ
う
会

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
９
日
剛
ｙ
と
こ

ろ
・
・
・
鷲
峰
山
（
宇
治
田
原
町
）
ｙ

集
合
・
・
・
午
前
８
時
1
5
分
に
京
阪
宇

治
駅
前
ｙ
持
物
：
み
当
と
雨
具
、

交
通
費
な
ど
。
（
社
会
教
育
課
）

野
外
音
楽
祭

ｙ
と
き
・
・
・
1
1
月
２
日
間
正
午
か

ら
ｙ
と
こ
ろ
：
女
都
銀
行
宇
治
支

店
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
ｙ
出
演
団

体
・
・
中
治
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
、
ユ
ニ
チ
カ
プ
ラ
ス

バ
ン
ド
、
金
管
五
重
奏
、
弦
楽
四

部
落
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
地
重
奏
な
ど
。
（
社
会
教
育
課
）

検
察
審
査
会

審
査
員
を
選
定

答
一
期
の
三
回
接
種
の
間

隔
は
三
週
間
か
ら
八
週
間
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
回
目
か
ら
二
回
目
の
間
隔

は
八
週
間
以
上
経
過
す
る
と
や

り
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

二
回
目
か
ら
三
回
目
の
間
隔
は

多
少
延
長
し
て
も
か
な
り
の
効

受
け
よ
う
三
種
混
合
の
接
種

か
わ
い
い
子
ど
も
さ
ん
を
伝
果
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
三

染
病
か
４
守
る
た
め
、
な
る
ぺ
回
目
ま
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

く
予
防
接
種
を
う
け
る
よ
う
に
問
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

し
ま
し
ょ
う
。
接
種
す
る
と
、
注
射
部
位
が
し

◆
こ
り
に
な
っ
た
り
、
赤
く
は
れ

問
三
種
混
合
の
予
防
接
種
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
す

間
隔
が
病
気
な
ど
の
理
由
で
乱
れ
ぱ
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

・
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
答
し
こ
り
、
発
赤
な
ど
の

う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
軽
い
局
部
の
反
応
は
、
多
く
の

生
省
は
一
時
接
種
を
見
合
わ
せ

る
通
達
を
だ
し
、
そ
の
後
の
検

討
で
接
種
年
齢
な
ど
を
改
正
し

て
接
種
を
再
開
し
ま
し
た
。
し

か
し
。
実
際
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア

と
破
傷
風
だ
け
の
二
種
混
合
で

お
知
ら
せ

交
通
秩
序
確
立
の
府
民
運
動

ザ

⑤
を
①
訃
…
…
］
…
…
…
…
・
’
廠
・
’
」
］
’
ご

プ

¶

一
■
Ｓ
－

一

移
動
図
書
館
（
1
1
月
分
）

。
’
ｊ

一一一一一一一一一一一一

－
Ｊ
『

みんなの健康

ｊ
ｊ
ｊ
３
ｊ
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C
O
i
n
第

に２
⑧
１３
⑥

４
火

５
水

６
木

７
金

８
土
け
呻
ぽ1

1
火

－円
は
1
3
木

1
4
金

1
5
土

1
6

1
7
月

1
8
火

－
卜
は

2
0
木

－1 2
1
し
ほ

ド
は

2
3
（
回

－ｓ
;
(

－
2
5
火

－1 2
6
廠

2
7
木

2
8
金

2
9
土

3
0
⑨ 1

1
月
の
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

ｌ
”
!
^
-
日

言

、
”
″

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
1
3
時
～
1
5
時
）

人
権
相
談
（
市
民
会
館
o
時
～
1
5
時
）

血
圧
相
談
心
西
小
倉
集
会
所
９
時
半
1
1
1
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

乳
児
相
談
（
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
９
時
半
！
1
1
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
1
3
時
！
1
5
時
）

年
金
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
1
0
時
～
1
2
時
）

家
庭
児
童
相
談
心
小
倉
公
民
館
叩
時
1
1
5
時
）

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
！
1
5
時
）

血
圧
相
談
（
木
幡
公
民
館
９
時
半
1
1
1
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

乳
児
相
談
（
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
９
時
半
1
1
1
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
1
3
時
～
1
5
時
）

精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

高
齢
者
職
業
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
1
0
時
～
1
5
時
）

法
律
相
談
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

行
政
相
談

一
市
役
所
市
民
相
談
室
1
0
時
！
1
6
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
1
3
時
～
1
5
時
）

家
庭
児
童
相
談
（
小
倉
公
民
館
1
0
時
！
1
5
時
）

幼
児
相
談
（
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
1
3
時
半
1
1
4
時
半
）

消
費
生
活
相
談
（
市
役
所
商
工
観
光
課
拍
一
時
～
1
5
時
）

法
律

～
1
5
時

1
0
時
１

－
1
6
時

□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相
談

は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。
家
庭
児
童
相
談
は

月
～
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
に
宇
治
福
祉
園
内
の
家
庭
児
童
相
談
室

（
⑩
8
6
9
8
）
で
。
ま
た
、
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日

の
1
0
時
！
1
6
時
宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
職
業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

城南衛生管理組合
市役所清掃課

ね
ご

一
ｙ
Ｊ
’
。

Ｓ
ｉ
Ｊ
Ｊ
１
１

八
ヽ
西
ａ

Ｓ
ｉ
＾
Ｎ

三
東

城
皿
軋
以
丘
正

<
緊
一
｀
「

｀
ニ
ヶ

噴
彰
Ｅ
一
゜
が
い
ｌ
‐
‘
”

歴
必
か
八
９
然
゛
い

盾
Ｅ
熟
顎
逞
八
‐

霊
二
Ｊ

西
宅
ノ

舞
皿
覧

幡
気
酎
。
以
庄
住
一
西
ヽ
以

‥
砿
肺
議
皿
監
丿

地
ヽ
村
ノ
西
ロ
ヽ
ノ
炭

六
酎
辻
中
に
西
町
出
東
皿
畑
陣
｀

匹
μ
｀
林
μ
匹
以
以
鑓
Ｊ
北
尾
塚
Ｉ

個
臥
Ｊ
Ｊ
梅
道
希
ｒ
東
Ｂ
畑
Ｊ
・

９
賤
謙
詞
競
闘
諸
諸

2
2
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
E
E
以
四
一

１

ｓ
4
5
6
7
8
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1

ｔ
Ｅ
霞

馬
匹
。
謎
Ｊ

保
ｍ
ヽ
Ｅ
休

竃
三
階
四
い

子
軋
俯
｝
壱
山

ぷ
一
一
謳
６
誌
丿

開
東
”
’
″
裏
以
、
ｔ
Ｊ
内

髭
Ｊ
難
四
碍
円

広
隼
ロ
ロ
羽
一
琶
国

・
西
出
ノ
‘
琵
ぐ
乙

明
東
南
蛇
虎

神
―
・
東
西
町
里
Ｕ

訟
″
對
鴎
舒
齢

宇
Ａ
ｍ
４
m
尾
通
通
訊
以
蓮

・
の
゛
ノ
道
根
坂
谷
皿
｀

道
段
ヽ
上
＾
ｓ
ｚ
.
大
治
郎

ぴ
～

西

趾
翫
胎
赳

髭
槙
ｙ
削
節
・
Ｈ
厘

志
国
・
’
部
｀
府
ヽ
宇

謡
心
紅
ｔ
智
｀

ｍ
森
北
宮
宮
・
・
’
弐
’
妙

’
‘
い
き
。

’
1
8
0
3
4
5
7
8
9
0
1

ｙ
1
1
1
1
1
1
1
2
n
ｚ
・

む

ら
含
部

ト
ー
ウ
ぐ
際
｀
田
山

‘
一
一
一
Ｊ
Ｊ
大

器
訟
回
診

で
貳

‘

禦
語
占

’
皿
に
乖

ツ
檻
豹
作

田
口
西
ヽ
池
一
り
田
部
山
嵐
㈲
？

″
ぷ
亀

ヽ
畿
Ｎ
Ｅ

ヽ
顔
謹
厚

・
ヽ
久
王
王
和
大
毛
語
谷
ｃ
西
４

’
浦

北
ヽ
天
天
南
ぐ
ぐ
西
ヽ
大
Ｂ
ヽ
ぐ
皿
西

噫
ヽ
ヽ
ヽ
｀
池
池
’
｀
荒
ヽ
ヽ
Ａ
川
口
ぐ
ヽ

月
Ｉ
ノ
山
内
浦
堀
畑
ノ
林
山
山
目
落
浦

↑
老
東
西
南
南
中
中
北
南
南

2
2
2
5
2
6
賀
2
8
2
9
1
2
れ
５

1
1
1
1
1

1
4
5
6
7
8
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1

１

ゴミ減量に

ご協力ください

除
・
中
派
丿
市
前
赤
国
ヽ
中
ノ
鼠
以
ヽ
ヽ
番
ｙ
剛

を
山
新
ヽ
部
ｊ
の
信
ヽ
・
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
神
丸

筋
ノ
ヽ
裏
一
ヽ
ノ
語
で
京
内
畑
西
の
・
ヽ
国
里
蓮
ヽ
天

道
上
荒
屋
口
山
毛
ま
南
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ
一
ヽ
神
の
、

国
｀
ノ
茶
ｊ
ノ
西
｀
前
ら
｀
ノ
陣
北
戸
以
ノ
西
割
｀
Ｉ
’
楽
野
南
島

｀
竹
中
・
筋
市
ヽ
山
信
か
廟
・
ヽ
瀬
鉄
北
ヽ
番
．
田
田
妙
ヽ
以
中

山
大
ヽ
裏
道
ヽ
域
中
京
前
御
園
尾
大
国
Ｊ
ヽ
林
三
皆
山
ヽ
琶
鉄
ヽ

寺
ヽ
田
西
府
尻
全
ヽ
市
銀
の
御
桧
ヽ
ヽ
東
川
梅
・
日
・
番
琵
国
谷
き
ょ
う

一
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
ｊ
ヒ
ヽ
ヽ
畑
端
ノ
古
ヽ
ニ
・
振
壱
ヽ
、
Ｉ
’
宮

裏
ノ
中
筋
で
井
東
井
か
｀
浦
朗
田
畠
内
南
芝
｀
林
・
‘
本
又
｀
居
森
ロ
ー

東
’
南
ｊ
ヽ
ｊ
道
ま
・
以
・
前
丿
池
西
丿
鉄
山
北
Ｊ
ヽ
ヽ
の
田
大
一
岡
・
字
下
若
ｆ
Ｌ
山
ヽ
‐
’

゛
｀
棟
田
山
国
切
盛
鉄
林
銀
堀
の
島
国
畑
ヽ
中
中
山
東
西
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ノ
ヽ
ノ
内
文
ヽ
ヽ
淘
神
域
尖
棟

山
｀
ノ
内
3
2
蔭
南
｀
踏
平
近
若
京
丿
四
南
北
田
゛
原
東
西
南
以
｀
添
角
’
村
舎
域
東
宇
山
落
全
野
全
｀
2
0

里
裏
ノ
ゝ
ヽ
ヽ
田
鉄
ヽ
く
ヽ
ヽ
浦
ヽ
ノ
ゝ
ヽ
以
新
山
山
草
・
ヽ
ヽ
鉄
前
野
福
上
宿
全
ヽ
ヽ
東
矢
く
ヽ
く
開
ゝ

一
屋
山
2
1
面
口
成
近
椋
除
谷
際
西
田
3
3
池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
国
谷
・
・
Ｊ
ヽ
大
く
方
畷
：
除
谷
除
大
Ｇ

ヽ
茶
ヽ
ぐ
浮
ト
ー
新
ら
旦
を
Ｉ
大
山
の
砂
ぐ
堀
道
丿
東
ヽ
御
ヽ
正
北
山
ヽ
ｊ
ヽ
道
坂
東
島
京
除
．
乙
・
り
法
坂
を
大
を
ヽ

谷
・
山
宅
ヽ
ノ
ヽ
ウ
筋
・
か
ヽ
ｊ
島
筋
・
ヽ
南
ヽ
宅
ヽ
市
田
ヽ
’
ノ
以
内
・
揃
の
ヽ
ノ
ヽ
南
丿
谷
霜
島
界
折
ノ
ヽ
ノ
木
ヽ
を
ヽ
ノ
ー
・
ヽ
善
米
ｊ
ヽ
’
ノ
筋
ヽ
ノ
・
筋
尾
宅

生
裏
ノ
ー
住
域
木
ヽ
道
田
前
原
白
田
道
山
浦
以
田
住
池
の
遊
域
鉄
ノ
尾
花
東
域
原
ヽ
中
岡
Ｊ
刈
‘
雀
寺
ヽ
芝
町
八
内
町
域
域
本
尻
・
ヽ
域
城
道
域
塚
道
根
住

凋
錨
茄
注
循
頴
田
ぽ
頌
詣
Ｊ
Ｊ
‰
浅
田
乎
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